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Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

高知工業高等専門学校 

（２）所在地 

高知県南国市 

（３）学科等構成 

学 科：機械工学科，電気情報工学科，物質工学

科，環境都市デザイン工学科 

専攻科：機械・電気工学専攻，物質工学専攻，建

設工学専攻 

（４）学生数及び教員数 

（平成24年5月1日現在） 

学生数：学 科865名 

    専攻科 39名 

教員数：66名（再雇用教員を除く） 

 

２ 特徴 

・沿革 

 高知工業高等専門学校（以下「本校」という。）は昭

和37年度に高知学園内で私立高知工業高等専門学校とし

て発足した。入学定員は機械工学，電気工学及び化学工

学の３学科ともに各45名とした。昭和38年度には国立高

知工業高等専門学校が発足し，上記３学科（化学工学科

は工業化学科に改称）の定員を40名とした。昭和41年４

月１日に土木工学科が増設され，４学科編成となった

（後に工業化学科は物質工学科に，土木工学科は建設シ

ステム工学科に改組）。さらに，平成12年４月１日には

専攻科が設置され，機械・電気工学専攻（入学定員８

名），物質工学専攻（入学定員４名），建設工学専攻

（入学定員４名）の３専攻が発足した。平成16年度まで

には設置されているすべての専門学科及び専攻科の教育

プログラムが日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定を

受け，工学全般にわたり，学問的，技術的に高い国際レ

ベルの専門教育を行うことのできる物的・人的資源が完

備していることが証明された。平成17年には卒業生，教

職員，県内企業等が連携し，高知県内における産業技術

の向上を図り，地域社会の産業発展に寄与することを目

的に社団法人高知高専テクノフェローを設立した。その

後，時代の流れによる教育内容の変化に対応するために，

平成21年４月１日に電気工学科を電気情報工学科に，ま

た建設システム工学科を環境都市デザイン工学科にそれ

ぞれ名称変更した。 

 

・教育 

高知工業高等専門学校の建学の精神は，「風格高い高

邁な精神の人間・技術者の育成」である。この教育理念

は，初代校長野手悌士の著書「教養論」に記述されてい

る，「技術者たらんとする者は，学問や技術に片寄るこ

となく，徳性を養い，風格の高い人間でなければならな

い。」に基づいている。 

教育プログラムにおいては，入学当初から実験や実習

などの実践的な教科を設置することにより，自ら考え実

践することのできる技術者への成長を促している。さら

に，本校では単なる技術や知識の教授のみに偏ることな

く，「知育・徳育・体育」においてバランスの取れた人

材を育成するために，クラブ・同好会活動などの課外活

動も，学生間の切磋琢磨を通して徳性を養うことのでき

る場として重視している。それぞれの活動では全国規模

の大会での入賞者も輩出するなど，この方面でも学生の

可能性を引き出す教育を行っている。学生寮は，学生寮

長を中心とした自治寮運営を行うことにより，自己管理

のできる技術者への成長を促す教育施設として機能して

いる。文化祭・体育祭などの全校規模の学校行事でも学

生会主体の運営を行い，学生の自主性の涵養に努めてい

る。また本校では学内の情報化を積極的に推進し，全国

の高専に先駆けて学生寮を含む全学内にキャンパス無線

LAN システムを導入した。このシステムをさらに有効に

活用するために平成 23 年度からは全学生に携帯情報端末

を配布し，最新の情報機器を利用した学生の教育支援及

び生活支援に取り組んでいる。 

学生数 単位：名

準学士課程 1年 2年 3年 4年 5年 合計

機械工学科 42 43 44 48 34 211

電気情報工学科 41 44 44 51 48 228

物質工学科 42 44 41 54 43 224

環境都市ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学科 42 47 34 48 31 202

計 167 178 163 201 156 865

専攻科課程 1年 2年 合計

機械・電気工学専攻 8 10 18

物質工学専攻 3 6 9

建設工学専攻 6 6 12

計 17 22 39
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Ⅱ 目的 

 

教育目的 

 本校の教育目的は，「本校は，教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，

職業に必要な能力を育成することを目的とする。」と学則に定められている。 

 

教育方針 

 教育目的を達成するために，本校においては創立以来「学生が自らすすんで実践することによって，学問的・

技術的力量を身につけ，徳性を養い，将来創造力のある風格の高い人間・技術者として国際社会を主体的に生き

ることを目指させる」という教育方針を掲げ，学内の全ての施策は，この理念を実現させ，具体的に実践するこ

とを目標としている。 

 

学習・教育目標 

 上記の教育方針に基づき，準学士課程及び専攻科課程に共通の学習・教育目標として次の３つの項目を身に付

けることが掲げられている。 

 

１．基本的人格と社会的責任（技術者倫理） 

２．基礎的技術の習得と専門的技術の活用（技術者知識） 

３．豊かな創造力と行動力（技術者能力） 

 

準学士課程の教育目的 

 各学科の教育目的は以下のとおり学則に定められている。 

 

(1)機械工学科 

 機械の構成，材料，加工，力学及び制御に関する機械工学の知識と技術を教授し，機械システムの計画，設計，

生産で必要とされる実践的な能力を育成する。 

 

(2)電気情報工学科 

 電気，電子，情報及び通信に関する電気工学の知識と技術を教授し，エネルギー，エレクトロニクス，インフ

ォメーション・コミュニケーションテクノロジーで必要とされる実践的な能力を育成する。 

 

(3)物質工学科 

 化学，生物，化学工学，環境及び情報に関する物質工学の知識と技術を教授し，工業薬品，材料化学，バイオ

テクノロジー，プロセス工学，及び環境化学の分野に於ける開発・生産・製造・管理で必要とされる実践的な能

力を育成する。 

 

(4)環境都市デザイン工学科 

 公共施設，建築物や構造物などの土木・建築に関する建設工学の知識と技術を教授し，環境や防災に配慮した

計画・設計・施工・管理で必要とされる実践的な能力を育成する。 
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専攻科の目的  

 本校では専攻科の目的を「専攻科は，高等専門学校における教育の基礎の上に，更に精深な程度において，特

別の事項を教授し，その研究を指導することを目的とする。」と学則に定めている。 

 

専攻科の教育方針  

上記の目的を達成するために，専攻科では教育方針を次のように定めている。 

1)実践的技術を駆使する研究開発能力，創造力をもつ技術者を育成する。 

2)広い視野をもち，国際性に優れ，協調性と指導力のある風格の高い人間・技術者を養成する。 

 

専攻科の教育目的 

 専攻科の教育目的は以下のように定められている。 

 

本校専攻科は，高等専門学校などの高等教育機関において，工学の基礎と実践的技術を修得した者に対して，

さらに 2 年間の高度で専門的な技術・学問を教授することによって，実践的かつ創造的な研究開発能力を持つ高

度な技術者を育成することを目的とします。 

 

さらに機械・電気工学，物質工学及び建設工学の各専攻では，それぞれ，以下に示す具体的な教育目的を掲げ

て技術教育に取り組んでいる。 

(1)機械・電気工学専攻の教育目的 

高専本科の機械工学科及び電気情報工学科のカリキュラムの上に立って，エネルギーや環境及び情報・制御

技術に関わる基礎及び専門科目を教授し，ロボットや新エネルギー開発，環境機器や情報機器の開発など，日

本の産業の基幹となる機械・電気融合分野で必要とされる実践的かつ創造的な研究・開発能力を育成する。 

 

 (2)物質工学専攻の教育目的 

高専本科の物質工学科のカリキュラムの上に立って，化学やバイオ技術ならびに環境技術に関する基礎及び

専門科目を教授し，新素材や機能性材料の創製，微生物を利用した有用物質の生産，環境対策等で必要とされ

る実践的かつ創造的な研究・開発能力を育成する。 

 

(3)建設工学専攻の教育目的 

高専本科の環境都市デザイン工学科のカリキュラムの上に立って，社会・環境・構造物を総合的にデザイン

する学問を教授し，地震・台風などの自然災害から人々の暮らしを守る社会基盤整備において必要とされる実

践的かつ創造的な研究・開発能力を育成する。 

 

 

 

 

 

 


